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令和６年度財政援助団体監査の結果に基づく措置内容 

 

保健福祉部 

高齢福祉課 

補助金名：令和５年度ひたちなか市高齢者クラブ活動事業費補助金 

補助団体：ひたちなか市高齢者クラブ連合会 

監査の結果 監査の結果に基づく措置内容 

 会計処理上の責任体制が明文化されていない

ため，会則の見直しについて検討されたい。 

 会計処理上の責任体制については，会則の改

正を行い，会計責任者を明文化します。 

 高齢者クラブ連合会会則第１７条第１項にお

いて，「連合会の経費は，会費，助成金，寄付

金，その他の収入をもってあてる。」と規定さ

れているが，収支予算書（様式第３号）及び収

支決算書（様式第 12号）の収入の部で実際に用

いられている科目名と一致していない。また，

収支予算書（様式第３号）と収支決算書（様式

第 12号）において科目名が一致していない箇所

が見受けられた。科目名についての考え方を整

理し，名称の統一，必要に応じて会則の見直し

など検討されたい。 

 会則にて規定されている科目と実際に資料に

用いている科目の不一致や資料内の科目名の不

一致については，科目名についての考え方を整

理し，名称の統一及び必要に応じて会則の見直

しを行います。 

 支出処理について，「賀詞交歓会会長参加費」

を事業費（研修事業）として支出されていたが，

会の内容や性質，慶弔規程も整備されているこ

とから，今後は慶弔費として取り扱うなど仕訳

の考え方を整理されたい。 

 賀詞交歓会会長参加費については，会の内容

や性質により慶弔費の取扱いといたします。 

 経理処理について，補助申請時の会員数に誤

り（１名増）があったことに伴う諸々の手続き

を見直している中，各単位クラブから徴収する

会費の算定を誤っている。その結果，収入決算

額及び支出決算額ともに誤った額を計上し，こ

れらを訂正することなく決算を行ってしまった

が，収入支出とも同額の誤りのため差引残額に

影響はなかった。今後，団体においては，各単

位クラブと連絡を密にし，会員数の変更や動向

を適時把握するとともに事務処理能力の向上に

努め，適正な事務の執行を徹底されたい。 

 指摘のありました経理処理につきまして，今

後は各単位クラブとの連携を密にし，会員数の

変更や動向を適時把握してまいります。また，

経理処理に誤りがないよう事務処理能力の向上

に努めるとともに，万一誤りが生じた際には速

やかに所管課である高齢福祉課に連絡し，適正

な会計処理を行います。 
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教育委員会事務局 

青少年課 

補助金名：令和５年度ひたちなか市二十歳（はたち）の集い実行委員会補助金 

補助団体：ひたちなか市二十歳（はたち）の集い実行委員会 

監査の結果 監査の結果に基づく措置内容 

 会計処理上の責任体制などが明文化されてい

ないため，会計事務手続き全般に関する規程の

整備，又は規約の見直しについて検討されたい。 

 会計処理に関する責任体制を明確にし，より

透明性の高い会計運営を目指すべく，規程の整

備や規約の見直しを行います。 

 前渡資金による支払残金を速やかに戻入せ

ず，担当課の管理する金庫内で保管していた事

例が見受けられた。現金紛失のリスク回避のた

め，速やかな戻入を徹底されたい。 

 現金紛失のリスク回避のため，前渡資金によ

る支払を最小限にするとともに，支払残金が生

じた場合は，迅速に戻入を行うことを徹底いた

します。 

 預金通帳からの入出金に際し，決裁を受けて

いない事例が見受けられた。入出金前後の預金

通帳の記録や支出証拠書類から，前渡資金によ

る入出金であると判明したが，資金の異動に係

る責任を明確にし，紛失等のリスク回避のため，

預金通帳の入出金に際しては決裁を受けてから

記録を残すことを徹底されたい。 

 協賛金を含むすべての入出金に際しては，必

ず決裁を受け，決裁後記録を残すことを徹底し

ます。また，複数人による定期的な帳票，現金

および通帳残高の確認を行うことで，安全管理

につなげてまいります。 

 収支決算書（様式第 12号）において，預金利

息 4円を収入として計上しなかったため，その

分を支出の需用費の決算額から 4円減すること

で調整を図った。その結果，収支決算額として

誤った額が計上されたが，同額を相殺したため

差引残額に影響はなかった。今後は，事務処理

能力の向上に努め，適正な事務の執行を徹底さ

れたい。 

 収入と支出を明確に区別し，正確な収支決算

書を作成できるよう，全職員で会計処理に関す

る事務処理能力の向上に努めてまいります。 

 年度末に需用費の支出が見受けられた。事業

終了間際の支出であり，年度内の事業に供する

ことを目的とした支出とは考えにくいため，計

画的な支出を行うよう徹底されたい。 

 事業の目的に沿って計画的に支出を行うこと

を徹底し，より透明性の高い事務処理を行って

まいります。 

令和６年１２月１３日提出 令和６年１２月２６日公表 

 

 


